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琉球列島における海洋ごみの琉球列島における海洋ごみの
現状と課題現状と課題

防衛大学校教授
自然環境・環境地盤工学専攻

山口 晴幸

(財)環日本海環境協力センター主催
2007.2.23(金)(13:30～17：00)

＜平成18年度海辺の漂着物調査検討会＞

富山市「とやま自遊館」会議室於

沖縄の重大な海浜環境問題沖縄の重大な海浜環境問題

＊紺碧の海が血色に

染まる赤土汚染

＊珊瑚白浜が廃棄場
と化す漂着ゴミ汚染
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八重山諸島

東シナ海 太平洋

那覇：東京から南西約1200km
鹿児島から南約690km

沖縄県：150余の島々

(有人島46）
長さ約600km

琉球列島の地勢地勢

原自然が破壊される深刻
な漂着ゴミの実態

琉球列島での漂着ゴミ調査の経緯琉球列島での漂着ゴミ調査の経緯
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9年間の延べ調査海岸数:493箇所(延べ268.97km)
春季256箇所(128.43km) 、夏季237箇所(140.54km)
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沖縄県与那国島ウブドゥマイ浜沖縄県与那国島ウブドゥマイ浜
（（2005.3.272005.3.27））

沖縄県西表島ユツン川河口付近の海岸沖縄県西表島ユツン川河口付近の海岸
（（2005.4.12005.4.1））

沖縄県西表島海岸野原（沖縄県西表島海岸野原（2005.3.302005.3.30）） 沖縄県宮古島池間の海岸（沖縄県宮古島池間の海岸（2000.3.252000.3.25））

漁具類
17.6%

プラスチッ
ク類
79.2%

缶類
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ビン類
2.7%

外国製
24.0%

不明
74.0%

日本製
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台湾製
16.7%

中国製
62.3%

韓国製
15.5%

英字等
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総ゴミ数に占めるビン類、缶類、
プラスチック類、漁具類ゴミの割合

総ゴミ数に占める日本製、
外国製、不明ゴミの割合

総外国製ゴミ数に占める韓国製、中国製、
台湾製、ロシア製、英字等ゴミの割合

2005年春季調査
八重山諸島6島22海岸の総計分析

総ゴミ数: 154475個
日本製ゴミ: 3024個
外国製ゴミ:      37012個 八重山諸島での漂着ゴミの特徴

＊外国製ゴミが日本製ゴミの約12倍

＊その内中国製ゴミが外国製ゴミの62％

＊漂着ゴミの約80％がプラスチック製ゴミ

20052005年春季調査で年春季調査でのの総計分析総計分析～～
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八重山諸島八重山諸島
2005年春季調査
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最近の八重山諸島の漂着ゴミの実態最近の八重山諸島の漂着ゴミの実態(1)(1)
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大型プラスチックブイ･発泡スチロールブイ･漁網塊の漂着状況
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大タイヤ･ドラム缶･ガスボンベ類･大型家電類の漂着
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八重山諸島での漂着ライター八重山諸島での漂着ライター(2006(2006年春季調査年春季調査))

与那国島ウブドゥマイ浜

実験室での採取ライターの分類

教育展示用パネルの作成
八重山諸島での漂着ライター状況八重山諸島での漂着ライター状況(1)(1)
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2006年春季調査
総数：513個

八重山諸島での漂着ライター状況八重山諸島での漂着ライター状況(2)(2)
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2006年夏季調査
総数：428個

八重山諸島での漂着ライター状況八重山諸島での漂着ライター状況(3)(3)
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(総数:428個)

(総数:513個)

%

%

漂着ライター分析からみえること漂着ライター分析からみえること
漂着ライターの８0～９0％

判別不能な不明ライター

八重山諸島に打ち上がる大量

の漂着ゴミは海流運搬に起因
する遠距離漂流型ゴミ

追加データ：小笠原諸島硫黄島(6海岸、6.3km)での

漂着ライター分析(2006年8月調査)
確認漂着ライター804個中800個が不明ライター(99.5%)

漂着ゴミの実態(10)
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危険極まりない医療廃棄物の漂着
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注射器・医薬ビンの確認個数

注射器

医薬ビン

444

128

311

210

604

244

368

525

138

今まで9年間の琉球列島での医療廃棄物調査：487海岸(調査海岸距離266.92km)

確認医療廃棄物：2972個(注射器440個、医薬ビン2532個)

医療廃棄物分布(1)
1998春季～2000年夏季調査：68海岸プロット

注射器：195個、医薬ビン：1151個

廃棄場と化す廃棄場と化す
西表島マングローブ群落西表島マングローブ群落

20042004年春季調査から本格開始年春季調査から本格開始
～～66回調査実施～回調査実施～

　　西表島マングローブ林内での漂着ゴミ調査地点

住吉

上原

船浦
千立

祖納

白浜

大原

吉見

美原

仲　　間　　川

仲　良　川

浦　　内　　川

ク　イ　ラ　川

大富

南風見田の浜ナイヌ浜
サザレ浜

落水崎

バイミ崎

網取

サバ崎

　桃原崎

外離島

内離島 野原

前良川

後良川

吉見岳

御座岳

波照間森

南風岸岳

崎

山

イタチキ川

テドウ山

カンビレー

マリユドウ

ビナイ川

ビナイサーラ

豊原

由布島

高那

ウシクムリ

ヒドゥリ川

仲間崎

③船浦湾西岸

②ユツン川河口域

①仲間川河口域

浦内川下流域（浦内川下流域（19971997年８月９日）年８月９日） 仲間川下流域（仲間川下流域（19981998年３月年３月2525日）日）
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仲間川のマングローブ群落仲間川のマングローブ群落

河口域（2003年4月10日）

下流沿い（1995年8月8日）

•マングローブ林に食い込む大量漂着ゴミ

西表島：生育面積：我が国最大規模

マングローブとは？

•海水や海水と淡水が混じり合う汽水域に生
育する塩性常緑植物の総称

マングローブ特徴（１）マングローブ特徴（１）

５科７種

•メヒルギ・オヒルギ・ヤエヤマヒルギ（ヒルギ
科）、ヒルギダマシ（クマツヅラ科）、ヤマプシ
キ（ハマザクロ科）、ヒルギモドキ（シクンシ科）、
ニッパヤシ（ヤシ科）

•特徴的根っこ群：漂着ゴミが天敵？

支柱根、板根、筍根、膝根など

マングローブの特徴（２）
マングローブの生態機能的役割マングローブの生態機能的役割

多種多様な生物の生息環境の提供

特に棲息する貝類や甲殻類：海水・汽水域の水質浄化

天然フィルター的存在

•窒素・リン等の富栄養化の監視
•土砂濁水・汚染物質等の濾過

高透明度の美しい珊瑚礁を育む海の生態系維持

マングローブ湿地
自然が造り上げた巨大な環境保全バリア

漂着ゴミが埋め尽くす西表島マングローブ漂着ゴミが埋め尽くす西表島マングローブ 西表島ユツン川河口域マングローブ林西表島ユツン川河口域マングローブ林

2005．４．1
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悲惨な光景が広がるマングローブ林内悲惨な光景が広がるマングローブ林内
ユツン川河口域（2005.4.1） 船浦湾西岸域（2005.4.1）

マングローブ根茎に食い込み絡みつく漂着ゴミマングローブ根茎に食い込み絡みつく漂着ゴミ

船浦湾西岸域（2005.4.1）

漂着ゴミの種類別割合の比較漂着ゴミの種類別割合の比較

39.6 56.6 2.9 0.9

56.1 41.3 2.2
0.5

49.8 46.5 2.9 0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

種類別割合

①

②

③

調
査

地
点

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ

漁具

ビン

缶

①：仲間川河口域マングローブ林内

②：ユツン川河口域マングローブ林内

③：船浦湾西岸域マングローブ林内

漂着ゴミの種類別割合の比較漂着ゴミの種類別割合の比較

10.3 54.6 27.4 3.4 4.1

5.5 25.2 22.5 4.9 41.9

2.7
7.1 10 13.1 67.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

漁具類の種類別割合

①

②

③

調
査

地
点

魚網

ﾋﾓ･ﾛｰ
ﾌﾟ

ｼｰﾄ・袋

ﾌﾟﾗｽﾁｯ
ｸﾌﾞｲ

発泡ｽﾁ
ﾛｰﾙﾌﾞｲ

①：仲間川河口域マングローブ林内

②：ユツン川河口域マングローブ林内

③：船浦湾西岸域マングローブ林内

漂着ゴミの腐食・分解性漂着ゴミの腐食・分解性 2004.3.25 2006.8.15

2006.3.312004.8.15

2006.8.15

2006.3.312004.3.25

2003.4.10

西表島仲間崎海岸マングローブ干潟西表島仲間崎海岸マングローブ干潟
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西表島仲間崎海岸マングローブ干潟西表島仲間崎海岸マングローブ干潟

2004.3.25 2006.3.31 2006.8.15

フロートの表記文字から中国製網と確認できる

2002.8.17 2004.8.8

2006.3.25

最西端島の与那国島
ツァ浜に打ち上がった
化学繊維の巨大な漁網

数年経っても殆んど分
解しない

西表島仲間崎海岸マングローブ干潟西表島仲間崎海岸マングローブ干潟

2004.3.25

2006.3.312004.3.252003.4.10

2006.3.31 2006.8.15

2006.8.15

中国製プラスチックブイの絡み付き

大型発泡ス
チロールブ
イが絡み付
くヒルギの

根網

西表島ユツン川河口マングローブ干潟西表島ユツン川河口マングローブ干潟

2004.8.13

2005.8.17 2005.12.24

2006.8.14 2006.3.30

与那国島ウブドゥマイ浜
大量の漂着ゴミと共に廃船まで打ち上がる

2006.3.25

2006.8.10

漂着ゴミの腐食・分解性漂着ゴミの腐食・分解性
((米国モート海洋研究所資料より米国モート海洋研究所資料より))

１００万年ガラス瓶

600年モノフィラメント製釣り糸

450年ペットボトル容器

80～200年アルミ缶

80年発泡スチロール製ブイ

50年プラスチック製容器

30～40年化学繊維製布

10～20年化学繊維製袋

1～5年タバコのフィルタ

1～3年合板
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漂着ゴミと有害化学物質漂着ゴミと有害化学物質
浜焼き浜焼き

劣化・破損劣化・破損((電球金属部分電球金属部分))
腐食・分解腐食・分解
廃油ボール廃油ボール

漂流・漂着ゴミ
残留性プラスチック容器

ビン類・缶類

漁具類
その他

環境ホルモンの溶出・放出の懸念

重金属類・ダイオキシン類

ビスフェノールA フタル酸エステル 有機スズ

フタル酸ブチル トリブチル

ベンジル スズ

フタル酸ジエチル トリフェニル

ヘキシル
スズ

など スチロール樹脂

浜 焼 き ポリカーボネイト樹脂 船底塗料 発泡スチロール

エポキシ樹脂 魚網 製ブイ等金属類・管球類・電化製品

プラスチック類 種種のプラスチック類 防汚剤
塩化ビニール プラスチック容器内

ポリ塩化ビニール（塩ビ）
壁のコーティング材

ポリ塩化ビニリデン
ビンのふたや缶の内 可塑剤

など 壁のコーティング材

スチレントリマー
スチレンダイマー

顔料・塗料

有害化学物質

生態系への影響懸念生態系への影響懸念

漂着ゴミによる漂着ゴミによる懸念される懸念される恐ろしい環境恐ろしい環境汚染汚染

新潟県佐渡島岩谷口海岸 新潟県出雲崎町井鼻海岸

沖縄県西表島ユツン河口 沖縄県与那国島ウブドラマイ浜沖縄県西表島マングローブ林内

沖縄県西表島高那海岸

・調査海岸(ゴミ下･浜焼き)は新潟県･千葉県･沖縄県の計39海岸

・計216サンプルを採取

主な調査対象の海岸主な調査対象の海岸 家電製品

医療廃棄物

漁具類 管球類

産業廃棄物

ポリ容器
針付き注射

漂流・漂着ゴミによる影響が懸念され海
洋生物の打ち上げられた死体（その２）

与那国島トグル浜

（2001年3月30日）

久米島島尻南部の海岸

（2003年3月29日）

漂着ゴミからの重金
属類溶出性の検討

海浜砂からの重金属
類溶出性の評価

浜焼きによる海浜砂
汚染の検討

浜焼き跡の海浜砂から
の重金属類溶出性と黒
色炭化の評価

八重山諸島を中心とした全国39ヶ所の海岸で採取

したサンプルで分析し、その実態について検討する

重金属類の有害化学物質による汚染の懸念重金属類の有害化学物質による汚染の懸念
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重金属類分析評価へのアプローチ

大量漂着ゴミの浜焼き(焼却灰等)
廃棄場と化す海浜域(腐食･分解)
漂着ゴミの破損･劣化(砕片化)

水質の環境基準：カドミウム(Cd),鉛(Pb),クロム(Cr),砒素(As),
水銀(Hg),セレン(Se) ,フッ素(F),ホウ素(B)

土壌の環境基準：カドミウム(Cd),鉛(Pb),クロム(Cr),砒素(As),
水銀(Hg),銅(Cu),フッ素(F),ホウ素(B)

他の懸念される金属元素類：亜鉛(Zn),錫(Sn),ニッケル(Ni)、
マンガン(Mn),アルミニウム(Al)など

海浜砂海浜砂･･浜焼き砂の浜焼き砂の
有害化学物質の評価有害化学物質の評価

＊元素成分組成分析

＊溶出分析

焼却灰の混入
重金属類の溶出

１)重金属類の溶出性評価

原子吸光分析
9種の重金属類
(Al,As,Cd,Cr,Mn,Ni,Pb,Sn,Zn)

２）含有元素組成、含有酸化物組成の評価
蛍光Ｘ線回折分析
(FP法：簡易定量分析)

～漂着ゴミに～漂着ゴミに埋もれた埋もれた砂と浜焼き跡の砂～砂と浜焼き跡の砂～
海浜砂に関する化学分析方法海浜砂に関する化学分析方法

海浜砂の主要元素成分分析フロー海浜砂の主要元素成分分析フロー

海浜砂サンプル

ミルでのサンプル粉砕

粉砕サンプル

ペレット作成

ペレットの測定台へのセット

蛍光X線回折装置による元素分析

海浜砂の溶出液抽出フロー海浜砂の溶出液抽出フロー

海浜砂サンプル

6時間連続振とう

減圧吸引濾過に
よる溶出液抽出

遠心分離器での沈降促進

振とう後の水溶液

砂50g
蒸留水500ml

0.45μm濾紙

海浜砂からの溶出重金属類の分析海浜砂からの溶出重金属類の分析
海浜砂から抽出した溶出液サンプル

自動サンプラー部

グラファイトチューブ
を装填した原子化部

原子吸光分光光度計全景

重金属類元素

水質･土壌環境基準

Pb、Cd、Cr、
As、Cuなど

他の元素

Zn、Ni、Sn、Al、
Mnなど
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新潟県 7海岸
39サンプル

千葉県 2海岸
12サンプル

沖縄県 30海岸
165サンプル

漂着ゴミ漂着ゴミ下と下と浜焼き浜焼き砂の砂の
調査対象海岸調査対象海岸

沖縄県本島宇佐浜沖縄県宮古島池間海岸

沖縄県本島安田海岸

海浜で浜焼きした跡の砂を“浜焼き砂 ” とし、
通常の海浜砂を“非浜焼き砂” として比較検証

大量漂着ゴミの大量漂着ゴミの浜焼きの痕跡浜焼きの痕跡

非浜焼き砂柿崎海岸新潟県①

浜焼き砂柿崎海岸新潟県②

非浜焼き砂井鼻海岸新潟県③

浜焼き砂井鼻海岸新潟県④浜焼きによる化学成分組成浜焼きによる化学成分組成

の変化の変化
炭化作用：特に炭化作用：特にOOととCCに注目に注目

元素含有量(％)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

①非浜焼き

②浜焼き

③非浜焼き

④浜焼き

O Si Ca Al C Fe K Na 微量元素

Ｏ Ｃ

浜焼き砂からの重金属類の溶出
評価(Ｐｂ溶出量)

0

砂1g当りからの鉛溶出量

0

5

10

15

20

千
葉
県
平
砂
浦
海
岸

千
葉
県
富
津
海
岸

新
潟
県
井
鼻
海
岸

新
潟
県
姉
崎
海
岸

沖
縄
本
島
大
度
海
岸

沖
縄
本
島
安
田
海
岸

沖
縄
本
島
宇
佐
浜

石
垣
島
明
石
海
岸

西
表
島
南
風
見
田
浜

波
照
間
島
西
の
浜

与
那
国
島
比
川
浜

鉛
溶

出
量

(×
1
0
－

3
μ

ｇ
/
ｇ
)

海浜砂 浜焼き砂

24.37 27.05

浜焼き砂からの重金属類の溶出
評価(Ｃｒ溶出量)

砂1g当りからのクロム溶出量

0
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千
葉
県
平
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浦
海
岸

千
葉
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岸
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島
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岸

沖
縄
本
島
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田
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岸

沖
縄
本
島
宇
佐
浜
海
岸

石
垣
島
明
石
海
岸

西
表
島
南
風
見
田
浜

波
照
間
島
西
の
浜

与
那
国
島
比
川
浜

ク
ロ
ム

溶
出

量
(×

1
0
－

2
μ

ｇ
/
ｇ
)

海浜砂 浜焼き砂
22.33

32.78
53.19

As
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Fig.15-2 Estimation of several heavy metals produced in beach sands by 
incineration of drifted garbage

浜焼き砂からの重金属類の溶出
評価(Ａｓ溶出)

Ａｓ

海浜砂 浜焼き砂

砒
素

溶
出
量

砂1ｇ当りからの砒素溶出量

砒
素

溶
出
量

海浜砂
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海浜域での漂着ゴミの安全な
焼却処分方法の検討

ゴミの分別

直火防止防火シート

ゴミの腐食･分解状況

残灰の処分ゴミの種類構成･量

漂着ゴミの浜焼き漂着ゴミの浜焼き処分処分方法のマニュアル化方法のマニュアル化

浜焼き位置

大量漂着ゴミの処理・処分対策
容易性、減量効果、経済性、ボランティア効果向上

覆われた漂着ゴミ下と接触している地表面から
深さ5cm程度までの海浜砂を“漂着ゴミ下”とし、

波打ち際付近の漂着ゴミに覆われていない海浜
砂を“非漂着ゴミ下”と区別

漂着ゴミ下漂着ゴミ下海浜砂のサンプリング海浜砂のサンプリング

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

20

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

A
l溶

出
量(×

μ
g
/
g
)

非漂着ゴミ下
漂着ゴミ下

Al

0

5

10

15

20

25

30

35

40

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

A
s溶

出
量
(×
1
0-

1 μ
g
/
g
)

非漂着ゴミ下

漂着ゴミ下
As

沖縄県波照間島 ペムチ浜⑧

沖縄県西表島 南風見田浜⑦

沖縄県西表島 ユツン河口(マングローブ林
内)

⑥

沖縄県西表島 ユツン河口西側⑤

沖縄県西表島 大原海岸④

沖縄県西表島 上原港③

沖縄県西表島 上原海岸②

沖縄県西表島 船浦湾(マングローブ林内)①

重金属類の溶出量測定結果重金属類の溶出量測定結果

沖縄県波照間島 ペムチ浜⑧

沖縄県西表島 南風見田浜⑦

沖縄県西表島 ユツン河口(マングローブ林内)⑥

沖縄県西表島 ユツン河口西側⑤

沖縄県西表島 大原海岸④

沖縄県西表島 上原港③

沖縄県西表島 上原海岸②

沖縄県西表島 船浦湾(マングローブ林内)①

0
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8
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漂着ゴミ下
Zn
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非漂着ゴミ下

漂着ゴミ下Pb
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漂着ゴミ下Mn

特に八重山諸島春季調査特に八重山諸島春季調査

驚くほど大量に
打ち上がる管球類



14

大小様々な管球類の大量漂着

西表島ユツン川河口海岸(2006.8.14)

石垣島平野海岸(2006.8.16)

与那国島ウブドゥマイ浜(2006.8.10)

与那国島ウブドゥマイ浜(2006.3.25)

管球類の中には外国製管球類の中には外国製･･大型も確認大型も確認

西表島高那海岸(2000.8.12)

石垣島明石海岸(1998.8.7)

ハングル文字
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宇佐浜

南星野海岸

白保海岸(北側)

平野海岸(東側)

平久保灯台下海岸

平野海岸(西側)

仲間崎海岸(マングローブ内)

星砂・中野・上原海岸

高那海岸

ユツン河口海岸(西側)

ユツン川河口海岸(マングローブ内)

ユツン河口海岸(東側)

野原海岸

大原・豊原海岸

新川鼻崖下海岸

カタブル浜

ウバマ浜

東崎・アリシ浜

ツァ浜

ウブドゥマイ浜

管球類の確認個数

電球

蛍光灯管

管球類の漂着状況(2006年夏季調査)

与那国島

西表島

石垣島

沖縄本島

八重山八重山33島での管球類の漂着状況島での管球類の漂着状況

550

1783
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37

80

0 500 1000 1500 2000 2500

石垣島

西表島

与那国島

漂着個数

電球 蛍光灯管

(2006年夏季調査)

管球類金属部分からの有害化学物質の管球類金属部分からの有害化学物質の
検証検証(2006(2006年春季調査八重山諸島採取年春季調査八重山諸島採取))

大型電球

与那国島ツァ浜
西表島仲間崎海岸

石垣島南星野海岸 西表島野原海岸

石垣島平野海岸

管球類金属部分からの有害化学物質管球類金属部分からの有害化学物質
の検証の検証(2006(2006年春季調査八重山諸島採取年春季調査八重山諸島採取))

錆
び
つ
い
た
電

球
金
属
部
分
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蛍光灯金属部分とビン蓋蛍光灯金属部分とビン蓋(2006(2006年春季採取年春季採取))
与那国島ツァ浜

黒島西ノ浜

西表島野原海岸

佐渡島岩谷口海岸

新潟県井鼻海岸

管球類金属部分からの重金属類の管球類金属部分からの重金属類の
溶出性評価試験溶出性評価試験

浸水期間30日目：蒸留水の変色が目立

ち始める

沈殿物質と溶出液の分離沈殿物質と溶出液の分離･･抽出抽出

浸水期間247日目：赤濁した蒸留水

溶液を0.45μmフィルタで吸

引濾過し溶出液の抽出
遠心分離器で溶液中の固形分を分離

500ml
蒸留水
に浸水

蛍光蛍光XX線回折装置による線回折装置による
沈殿物質の主要元素分析沈殿物質の主要元素分析

左：247日目浸

水溶液から分離
した沈殿物質

主に重金属類
の分析評価

沈殿物質の蛍光沈殿物質の蛍光XX線回折チャートと元素組成線回折チャートと元素組成
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P

電球溶解沈殿物質の主要含有元素成分組成電球溶解沈殿物質の主要含有元素成分組成
(Fe(Fe以外、質量百分率）以外、質量百分率）
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沈殿物質① 沈殿物質② 沈殿物質③

沈殿物質④ 沈殿物質⑤ 沈殿物質⑥

沈殿物質⑦ 沈殿物質⑧

各サンプルの主要含有元素成分 主要含有元素成分の平均値

％

％
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電球溶解沈殿物質の主要含有元素成分組成電球溶解沈殿物質の主要含有元素成分組成((質量％質量％))

0.078
0.605
0.525
0.765
0.708
0.568
0.262
3.608
5.392
0.274
0.460
0.705
0.145
1.503
0.134
1.526
2.293

80.391
平均値(%)

少・微量成分

海塩成分混入など

好ましくない金属元素

少・微量成分

金属部分主成分

備考

0.033～1.941Mg
0.139～1.403Si

0～2.414Pb
0～3.574W
0～1.074In
0～5.115Zn
0～0.444Cu
0～3.123Ni

0.007～0.168

0.223～1.753
0.117～2.129
0.211～0.915
0.134～2.093

0～14.423
0.049～22.062

0～0.494
0.084～1.217

52.235～94.776
測定値範囲値(％)
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Ni

沈殿物質に含有される主要な有害化学元素
～2006年春季調査八重山諸島の海岸で採取した電球～

原子吸光分光光度計による原子吸光分光光度計による
溶出液の重金属類分析溶出液の重金属類分析

赤濁した247日目浸水溶

液から抽出した溶出液

原子化部サンプラー部

装置全景
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球管部球管部金属部分からの最大溶出濃度金属部分からの最大溶出濃度

8.288185.651Al
1.178158.359Mn
7.4081078.661Ni
0.1494.222Sn
1.646179.370Zn

2.279 (125以下)51.060Cu
0.128 (0.1以下)11.512As

0.00415 (0.5以下)0.491Cr
0.703 (0.1以下)83.061Cd
0.357 (0.1以下)42.152Pb

金属単位質量当りの
最大溶出量(μｇ/ｇ)

最大溶出濃度
(μｇ/ｌ)重金属元素

注：( )は環境省の土壌汚染基準値の換算値

深刻な海浜汚染を招く深刻な海浜汚染を招く
廃油ボール汚染廃油ボール汚染

原因不明・不法海洋投棄？

廃油廃油 ((オイルオイル))ボールボール
廃油ボールの大量漂着

廃油ボールとは？
タール状の揮発しにくい成分が丸く固まった廃油の粒

主な発生原因

•タンカー座礁事故による油流出
•油の海洋不法廃棄
•タンカーのビルジ水やバラスト水の海洋廃棄

ビルジ水：船底に溜まった油を含んだ水

バラスト水：空タンクのバランス保持用に注
水された海水と油の混じった水

深刻な廃油深刻な廃油ボール漂着（そのボール漂着（その１１））

与那国島ウブドゥマイ浜：サンゴ砂浜に漂着した
帯状の重油粒群（2003年8月4日）

深刻な廃油深刻な廃油ボール漂着（その２）ボール漂着（その２）

久米島島尻南部の海岸

大小様々な大きさの

廃油ボール

（2003年3月29日）

与那国島ウバマ浜

浜一面に点在する廃油
ボール

（2003年8月6日）

廃油ボールの広域大量漂着廃油ボールの広域大量漂着

与那国島ウブドゥマイ浜

石垣島平野海岸黒島西ノ浜西表島野原海岸

2006年春季調査



18

最近の大量廃油ボールの漂着最近の大量廃油ボールの漂着

2003年1月末～２月初旬
沖縄本島西岸部一帯
宮古島北岸部一帯

2003年夏季(８月)調査
八重山諸島８島２８海岸調査中
５島２４海岸で漂着確認

2006年春季(3～４月)調査
八重諸島７島２４海岸調査中
７島２２海岸で漂着確認

１４
１３

１２

１０
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４

３

１

９

１５

２

７

８

11

２２

２１ １７
１６

１８

１９２０

20062006年春季調査年春季調査八重山諸島八重山諸島でのでの
廃油ボール確認海岸廃油ボール確認海岸

西表島

石垣島

竹富島
黒島

与那国島

波照間島

7島24海岸中7島22海岸で

漂着確認

２3

鳩間島 24

：廃油ボール確認海岸

：廃油ボール非確認海岸

東シナ海

太平洋

漂着廃油ボールの主要含有元素成分組成(C,O以外)
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廃油ボール⑦ 廃油ボール⑧
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の平均値

％

％

％

漂着廃油ボールの主要含有元素成分組成漂着廃油ボールの主要含有元素成分組成((質量百分率質量百分率))

2.5829.273～3.672O

海塩成分混入

0.4990.368～0.570Cl
0.4010.314～0.465Na
0.3820.091～1.476Ca
0.0850.069～0.100Mg

少・微量成分

0.0220.017～0.043K

0～0.004
0～0.047
0～0.023

0.009～0.029
0.134～0.243

0～0.805
0.096～0.148
0.097～0.138
0.292～0.429

92.907～97.104
測定値範囲値(％)

極微量成分0.003P
0.010Sr
0.013Ni
0.018Cu
0.171S
0.370F

好ましくない金属元素

少・微量成分

0.119Al
0.109Si
0.336Fe

主成分
94.894C

備考平均値(%)含有元素
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廃油ボールに含有させた主要な有害化学元素
～2006年春季八重山諸島で採取したサンプル～
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⑦

⑧

廃
油

ボ
ー

ル
の

サ
ン

プ
ル

番
号

含有元素の質量百分率(％)

F

0.00 0.02 0.04 0.06

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

廃
油

ボ
ー

ル
の

サ
ン

プ
ル

番
号

含有元素の質量百分率(％)

Sr

0.00 0.01 0.02 0.03 0.04

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

廃
油

ボ
ー

ル
の

サ
ン

プ
ル

番
号

含有元素の質量百分率(％)

Cu

0.0 0. 1 0 .2 0.3

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

廃
油

ボ
ー

ル
の

サ
ン

プ
ル

番
号

含有元素の質量百分率（％）

S

大量漂着ゴミの腐食大量漂着ゴミの腐食･･分解や破損分解や破損･･劣化劣化
から懸念されることから懸念されること

有害化学物質の生成・溶出

特に、有機系塩素化合物、重金属類

海浜の砂汚染

干潟･湿地の土壌汚染

海浜生態系への影響

海浜動植物、塩生植物、底生生物

海浜汚染海浜汚染
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＜＜緊急な課題緊急な課題＞＞

水産漁業関連の廃棄物水産漁業関連の廃棄物
深刻深刻

海岸線を埋め尽くす漂着ゴミの主流海岸線を埋め尽くす漂着ゴミの主流

••生活廃棄物生活廃棄物
プラスチック容器類、ビン類、缶類など

••漁業関連廃棄物漁業関連廃棄物((漁具類漁具類))
大型ブイ類(発泡スチロール製、プラスチック製)、
漁網・ロープ類、タイヤ類、管球類など

巨大廃棄場と化す海岸線巨大廃棄場と化す海岸線

水産・漁業関連の代表的な漂着ゴミ水産・漁業関連の代表的な漂着ゴミ(1)(1) 水産・漁業関連の代表的な漂着ゴミ水産・漁業関連の代表的な漂着ゴミ(2)(2)

水産・漁業関連の代表的な漂着ゴミ水産・漁業関連の代表的な漂着ゴミ(3)(3) 水産・漁業関連の代表的な漂着ゴミ水産・漁業関連の代表的な漂着ゴミ(4)(4)
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水産・漁業関連の代表的な漂着ゴミ水産・漁業関連の代表的な漂着ゴミ(5)(5)
目指目指せせ水産・漁業関連機関水産・漁業関連機関
容易に漂着ゴミとなる漁具類の検討

・構造的強化改善・技術的工夫
・使用禁止措置

漁具類は不明ゴミの主流：出所不明
・主要な大型漁具類の使用者

責任の明確化(表記登録制度化)
・所在確認用チップの装着

ゴーストフィッシング：水産専門家対処
・探索・回収撤去方法の検討
・防止方法の強化･検討
・追跡用発信機の装着義務

＜清掃処理における課題＞＜清掃処理における課題＞

小型船を利用した海から上陸しての小型船を利用した海から上陸しての
漂着ゴミ等の回収搬送システム漂着ゴミ等の回収搬送システム(1)(1)

((着艇・運搬を考慮した小型船着艇・運搬を考慮した小型船))

•断崖地形に囲まれた海浜域

小型船小型船を利用した海から上陸してのを利用した海から上陸しての
漂着ゴミ等の回収搬送システム漂着ゴミ等の回収搬送システム(2)(2)

((着艇・運搬を考慮した小型船着艇・運搬を考慮した小型船))

•陸上側から重機車両等が乗入れ困難な海浜域

＊貴重な海浜生物･植物が棲息:
海亀産卵浜、マングローブ湿地、防潮風林浜等

＊学術的貴重な海浜:サンゴ浜、星砂浜、鳴き砂浜、砂丘浜等

＊運搬搬送が難しい急峻地形の海浜域

海浜破壊：荒廃する海浜、
締め固まり・わだち掘り

重機車両等が乗入れ困難な海浜域

母海亀産卵浜,与那国島ツァ浜 マングローブ湿地,西表島ユツン河口
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重機車両等が乗入れ困難な海浜域

防風潮林後退 西表島船浦・野原海岸

車両通行のわだち掘り 石垣島白保海岸

星砂浜の危機 竹富島アイヤル浜付近

小型船を利用した海から上陸しての小型船を利用した海から上陸しての
漂着ゴミ等の回収搬送システム漂着ゴミ等の回収搬送システム(3)(3)

((着艇・運搬を考慮した小型船着艇・運搬を考慮した小型船))
•大型危険ゴミの回収撤去：冷蔵庫・ドラム缶・
テレビ・ガスボンベ・大タイヤ・流木等

大型危険ゴミの回収撤去

大型危険ゴミの回収撤去：流木

石垣島 ２００４．１．１３

おわりにおわりに
•海岸線からもたらされる計り知
れない国益を万難を排して守る

•海洋ゴミ漂流･漂着原因の徹底的解明と防
止システムの構築

徹底的な発生原因の調査と協議

•海浜清掃処理システムの構築

多くの国民･社会が活用･利用し

易い処理システム

•海洋ゴミの有害化学物質汚染評価法の確立

防止処理システム構築の加速化

NOWPAP地域

日本海と黄海対象

東シナ海は対象外か？

日本海

黄海

東シナ海

中国の海洋ゴミ問題に対する責
任意識軽減させてはならない
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太平洋

黄海

日本海

東シナ海

海域・沿岸域区分

日本海・オホーツク海・
黄海海域・沿岸域

東シナ海海域・沿岸域

太平洋沿岸域

瀬戸内海沿岸域

太平洋海域

オホーツク海防止処理システム防止処理システム
の構築への構築へ(1)(1)

防止処理システムの構築へ防止処理システムの構築へ(2)(2)
～統括組織のあり方～～統括組織のあり方～

統括組織

Eゾーン組織

Dゾーン組織

Cゾーン組織

Bゾーン組織

Aゾーン組織国
際
協
議
組
織

日本海・オホーツ
ク海・黄海海域・

沿岸域

東シナ海海域・
沿岸域

太平洋海域

太平洋沿岸域

瀬戸内海沿岸域

人気の沖縄人気の沖縄 ＊＊亜熱帯海洋性気候亜熱帯海洋性気候

＊＊原自然原自然･･紺碧の海紺碧の海･･

サンゴ白浜が延々サンゴ白浜が延々
と続く海岸線と続く海岸線

＊＊独特の動物植物生態系独特の動物植物生態系

＊＊特異な伝統文化特異な伝統文化

＊＊癒しの時間の流れ癒しの時間の流れ

読売新聞2007.1.29発行

我が国の特徴的な地勢我が国の特徴的な地勢
島数や約島数や約68006800、総海岸延長約、総海岸延長約35000km35000km

島国日本の生命線は海岸線だ

特に亜熱帯海洋性気候沖縄

コバルトブルーのサンゴ白砂の海岸線

希少貴重な動植物生態系を育む海岸線

まさに沖縄は日本の宝の島

独特の自然崇拝土着信仰古琉球の伝統･文化 融和融和

ありがとうございましたありがとうございました

皆様の益々のご活躍皆様の益々のご活躍
を祈念いたしますを祈念いたします

琉球列島での調査範囲の概要（琉球列島での調査範囲の概要（19981998～～20020011年春季年春季･･夏季調査）夏季調査）

13.42

24

1.82

8

1.9
1

6.15

8

2.35

5

1.2

2

春季

1.652.251.772.072.071.12.63

7977757
与那国島

21.22

17.1026.7115.2720.5216.7816.4513.43総累積調査距離（㎞）

40433432271716総調査海岸数（箇所）

111
波照間島

5.85.34.855.556.915.355.9

8787953
西表島

2.52.3

11
黒島

1.5232.12.5竹富島
1
3.3

8

1.3

7

1.85
7

1.7

2

夏季

2001年2000年1999年1998年
調査島名

1111
2.652.152.653.22.33.3

765522
石垣島

6.012.25

85
多良間島

1.82.231.6

71044
宮古島

2.4
5

久米島

1.6

2
粟国島

2.21.33.2

223
沖縄本島

夏季春季夏季春季夏季春季

注： 1）各欄の上段と下段の数字はそれぞれの島での調査海岸数（箇所）と累積調査距離（㎞）を示す。

kankyo050
長方形
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